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生育熟度の異なるトウモロコシを材料として  

調製したサイレージの飼料価値  

一 第2報 牛による産乳性  

岡 本 明 治■  

（受理＝1989年5月諏臼）  

［（eedirlg Valuein silage of corn harvesLed   

aL Lhc different stages of maturlty．  

2．Milk prodlユCtioninl）airy cows－  

M扇jiOK仙】OTO  

摘  要  

生育熟度を異にして収穫したトウモロコシ（且泊／蝕乃癌1．）を材料として調製したサイレー  

ジを給与飼料の主構成分として乳牛に給与し，生育熟度の凄いが実際の乳生産にどの程度影響  

するかを3か年にわたって検討した。供試品種ほバイオエア早生種で，1981年は給与全乾物の  

訪％をサイレージで満たし乳熟期と黄熱期を比較（実検1），1982年は65％をサイレージで  

乳熱期と完熟期を比較（実験2），1983年は45％をサイレージで黄熱期と完熟期を比較（実  

験 3）した。日本飼養標準に基づき不足分ほ通常の乾草の市販配合飼料を給与した中名実額  

は，予備斯】1日間．本試験斯7日間の2重反転法により行った。結果は，乳熱期と黄熱期を比  

較した実験1で，黄熱期サイレージ給与牛群の4％FCM乳生産量がやや多かったが，有意  

な羞でほなかぅた。乳熟期と完熟期を比較した実験2で．実乳量とFCM乳量において完熟  

期サイレージ給与半群が有意に（pく0．05）高かったが，乳組成に差はなかった。黄熟期と完  

熟期を比較した実験3では，変乱量．乳組成に羞はなかった。  
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てサイレージに調製された。これらのサイレージを供  

試飼料として．予備期14日間，本試験期7日間の2垂  

反転法‖’により，産乳量ならびに乳成分の比較を行っ  

た。サイレージ給与屋は，各実験に供試した両方のサ  

イレージカーらの乾物摂取墾が等しくなるように給与さ  
れ、闘い慣らし期間の採食量から全乾物摂政屋に対す  

る供試飼料の割合が決定された。すなわち，実験－l．  

2，3ほおいて絵卑生乾物の55％′．65％，45％樫匿占  

める給与塑に設定された〔】残りは通常の乾草と市販配  
合飼料を用いて日本飼重機準8）の要求壷を荷たすよう  

に凋節した。飼料成分の分析牒前朝ヤに準じ．乳成分  

の分析ば常眩も）によった。  

結  果  

Tablelに実験1．2，3に供試したトウモロコ  

シサイレージの発商品質を示した。美観2と3の完熟  

期収穫調製サイレージ（以後完熟期サイレークと喝す）  

のpH鮭がやや高い値であったが，全般的にjま平均的  

緒  

荊報ひうにおいて，生育熟度奄異にして収穫したトウ  

モロコシを材料として調製したサイレージの乳牛によ  
る消化准，帝【胃内性状について検討したが，本報告  

はそれらのサイレージを給与飼料の主構成分として乳  
牛に給与し，、生育熟度の遠いが実際の乳生産量にどの  

程度影響するかを3か年にわたって検討した。  

材料と方法  

供試トケモロコシは（Zeαmd夕日Tノ．）は，バイオ  

エア早生種が用いられた。実験1周材料隠19引年  

9月7日（乳無期）と，10月＄日（炎熱割）に収穫さ  

∨れた。英検2の材料は1g㌍年9月19日（軋柳）と≒  

10月ほ日（完熟期）に収穫きれた。実験3の材料は  

19萬年9月26日と（黄熱期）と，10月2ほ、（瑚）  

に収穫された。それぞれの実験で各生育熟期に収穫さ  

れたトウモロコシはそれぞれ12土葬小塑実験サイロに  

Tf血1慮】．Qu81ityofc¢rn Sil象卵at diff8r8爪t maturi†唱St且酢  

（E又p．1，′2，3） 

Acidざ（％jnfresわぶ盲1age）  

st監npH  NH。－N■j  

La血ic Acetic proplOnic But沖1C T（血1   

Milk   3．7  1，4  1．2   0．（汚   0，12  2．8  6．2  

Ye】low  乳8  1．7  0．5  0．O1  2．2  司．3  

Mjlk   3．7  3．2  0．5  Tr  Tr  3、7  4．0  

アu11  4．0  2．后  0．4  Tr  3．0  3．0  
Exp．g  

Y飢10W ：l＿7  2．4  0．4  T二r  2．8  6．7  

F切出   4．p  ユ．岳  ○＿4  Tr  l．9  5．8  
E袷p．3  

1）葦of totalnitrpgeTt  

な発酵品質であった。   

傑覇サイレーブおよび補助飼料の乾鼠配合飼料の  
飼料域分をTable2に示した。実験1．2，3にお  

けるトウモロコシサイレージの組成に熟現による特徴  
がみられ，特に乾物含量と税デンプン含量は熟期の進  

展に伴い増加した。補助飼料の乾草と配合飼料はそれ  

ぞれ平均的な組成であった。   

Tabl軽3に，実験1，2，3における飼料の採金  

星，体重あたりの乾物摂取嵐 推定丁工）N摂取塾，生  

態物横取星に占める供試トウモロコシの割合を示した。   

それぞれ実験において比較された供試サイレージの乾   
物摂取鼻は揺ぼ等しかった。分析値と乾物摂取量から   

推定されたTDポ摂取量は窯験lで乳熟靭収穫調製サ   

イレージ（以後軋熱期サイレージと略す〕給与が．黄   

熱靭収穫調製サイレージ（以後発熱期サイレージと略   

す）給与よりも督干多いが有意な羞ではなかった。実   

験2と3においては，比較されたサイレージのTDⅣ   

摂取量ははぼ等しい童であった。全乾物摂取量に占め   

る供試サイレーヅの割合は，実験1で平均滋野．葵験   

2で¢4％，実額3で45％であった。   
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Table2．Chemicalcompositior10fcorn silageat dirferent mat11rlng St且geS，  

supplementalhayarLdconctmtratesin LhreetriJlls（Exp．1，2，3）．  
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Exp．1  Exp．2  Exp．3  

－ Ct  

－－．・・∴． ＝ay 芸冨  
Cornsilage，，  ConcentCornsilage  

Hay）；芸㌫  
Milk Yellow  

川咋P  
Milk Fu11  用町凸  、 

DM  （％）18．7 29．8  

0Mり （l）M％）93．5 別．5  

C．proぎ）（DM％）11，4 10．1  

C．fat苫）（DM％）4．1 3．7  

AI）F （Ⅰ〕M％）35．5 28．】  

St且reb4〉（DM％）12．2 21．4  

gO．3  86．8  23．6 41．9  88．6  85．0  25．3  37．8  8乱5  8臥1  

92．8 92＿5 94．2 95．3 89，3 90＿0 94．2 94．2 89．8 89．7  

10．2 16．1  8．5  7．3 11．4 14＿0  8．4  8．1 11．5  22．0  

1．9  4．3  5．0 ・3．3  2．8  2．0  3．3  2．5  2．8  2，8  

49．6 11．3 30．6 25．1 37，3 13．0 24＿4 25，5 43．9 14．3  

ND ND 17．4  32．1 ND ND  23．5  25．7  ND  23．9  

‖Organic matter 2）crude protein 3）Crude fat 4）Crud8StarCh ND：nOt determined  

Table3．Dailylnt且ke of corn siIage at dir†erent maLuring  

stages，Supplementalhay and concentrates，and  

the percentage ofsilageintake（Exp．1．2．3）．  

DMintak（】  1）Mint且k（〉  
Maturlng   

TDNi Ct－11〔血1  〔加晋監mest）Silage Hay ：‡吉富  100kgbody ntake 血i㌫㌫e  Weight  

（kg／cow）－  

3．2  3．0  

3．3  2．9  

0．55   0．59  

（短）   （短／cow）   （％）   

13．6  2．1  9．59  54．8   

13．8  2．2  臥90  55．2   

1＿16  0，16  0．84  4．18  

ー 7－4  

Exp・1Yて琶≡㍗言うpe 7－6  

S．E＿Of me乱nS O．26  

二 9・8  
2－3  3▲0  15－1  2・4  10・12   隠8  

町2 鵠王二「宅写  9・8  2・5  3・】 15・4   2・5  9・餌   63・6  

S．E．of means O．87  （）．32  【）．24  1．39  0．19  0＿92  1．39  

篭豊富㍗ 6・8  5・0  3．1   14．9  3．0  9．1  46，0  

Exp・3 詣三！二ー那 6■4  4・8  
3・0  14・2   2－8  9・2   43・6  

S．E．oFmeans O，64   0．28   0．28  1．04  0．25  〔〉＿54  1＿81   

Table dに1日あたりの平均産乳量と乳組成を示  

した。乳熟期と黄熟期サイレージを給与して，その産  

乳性を比較した実験1では，黄熱期サイレージ給与牛  

群の4％FCM生産景がやや高く．乳組成の脂肪，無  

脂固形分（以後SNFと略す），蛋白質含量も高い傾向  

にあったが，その差は有意ではなかった。実瞼2の乳  

熟期サイレージ給与と完熟期サイレージ給与の比較で  
は，実乳量とFCM乳量において完熟期サイレージ給  

与牛群が多く，有意莞（pく0．05）が認められた。乳  

組成は両熱期サイレージともはぼ同様の値であった【，  

実験3の黄熱期と完熟期サイレージの比較セは，産乳  

鼠 乳組成に差異はなかった。   
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Table4．Mean d且ily milk yield ofcowsfedcc＞rn Sila酢arId  

ebemic且1composition ofmilk沌Ⅹp．1．2，3）  
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Milk yield  Milk eomposition  
M永山rimg stage  
of eorn  

Uncorr∝以4％FCM TMS flat SNF C．pro．‖1瓜d｛〉Se  

（短／巳わW）  

ー14・718・4  

Exp・1雪恕‾評e払914・8  
S．E．ofme乱nS 2．36   2．鱒  

11．56   3．43   8．13   2．97   4．47   

12．00   3．5畠   8．42   3，13   4．13   

0．41 （）．29  0．21  0＿26  8，38  

‥－－ 
． 

14．7叫  13．嘩－  12．23   3．52   モi．71  3．31  4．71  

E叩・2 認主二ー謁写14・9b14・Ob 朋3 3・56 8・77 3・29 4・78  

S．E．ormeans 2．3  乳1さ  8．40  0．28  0．21  0．22  8．19  

で呈紅潮el乳712・411－84 乱35 8Y29 3・肌 用  
E叩・3 謎壬：ri冨写13・212ト011・62 3・37 8■25 2・97 4・60  

S．E．ormeans l，41 1、53  0、調  0．27  8，3】  0．12  0．謝  

l）Crude protei¶＝N X6．測  

a and b：differsignirlc8雨1y且tth¢5％  1やV81．  

サイレージの採食塞が黄熟期サイレージに比べて若干  
減少したのは，供試サイレージの発酵品質の影響であ  

ろうと考えられる。本試験において乳熟期と完熟斯サ  

イレージを比較した実験セにおいての牟産乳層末席稽  
差が認められたのは，全乾物摂取丑に占める供試トウ  

モロコシサイレージの割合が85％と高く，かっ比較し  

た供試サイレージのデンプン含鼻に太さな差があった  
ことが一因と考えられる7）。摂取Tl）N塞が同じであ．  

その中味によっては正味エネルギー怖が異なることが  
明らかとなっており．トウモロコシサイレージの栄養  

価評価において，デンプン含嵐の竜要性は無視できな  

いと考えられる‖。さらに，トウモロコシの生育熟度  

の進展に伴うサイレージに含まれる子葉の禁中への排  
泄－）． サイレージ調製時の切断長‖も同様の問題とな  
る、〕   
以上の桔鼠トウモロコシサイレージ綿製において．  

収穫に適した年育熟靭はデンプン鼻息手業の糞中へ  
の排泄克とからみて，従来から推奨きれている黄熱鞠  

と考えられた。しかし．完熟期サイレージ給与におい  

ても効果的に飼料効率を上げるには注意深い切断と，   

考  察   

トウモロコシは生育年度における気候，聞喝肥沃鹿  

などの相違により それぞれの熟斯くに到達する期間が  
若干異なる。本試験における熱期の判定は．了実を切  

断して乳白色の胚乳がIJlる時点を乳熟期とした。また  

黄熱靭は子葉が成熟し，硬化しても表層を爪先で切断  

できる時点とした。さらに完熟期は子寒が成熟硬化し．  

爪先では蓑藩を切断できない時点から10日以上経過し  

た時点とした。   

資熱期と完熟期サイレージ給与を比較した兎験3で  

は，天候の影響で生育熱度の差異が小ざく，その結果  

デンプン含頴の差も小さかった。翫Y心rl・ら－）．  

Gr川IT）Nらユ），01㈹Nら‖’－は，生育熱度の異なるトウ  

モロコシサイレージを自由採会させた場合の産乳性の  
比較試頓において，豊熟したトウモロコシサイレージ  

の方がやや産乳性が後れていることと，同時に乾物摂  

取量も増加することを経めている。本誌熟ま，トウモ  

ロコシサイレージの摂取皇を等しくなるように設定し  
たのでこのような澄は認められない。突放3で完熟期  

10  
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蛋白質などの補足処理が必要と考えられる。  
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Summ且ry  

A study w且S COnducted to deLermjne the   

erfロCL or silage of corllharv昭ted at dilfer帥t   

写tageS Of matlrrity on the rni】k produuction   

or dairy cows．  

Tow kiIlds of silage harvested at the   

milk ripestage arLd yellow ripe stage（Expt．   

1）were comparedin19釘，Slmllarly milk   

ripe sta那and Eullripe sLage（Expt．2）in   

1982，and yellow rlPe Stage 且nd rl川 ripe   

昌一a卯（E里）l・3）in1983．respec山ely．  

The ration w且S formulated with eoTT   

silage of55％用Ⅹpt、1．1981），6已％沌Ⅹpt．2，   

1982）and45％（Expt．3，】983）．in additiorItO   

仙ose amounts or 3ilage， 二ぬy 且nd   

concenLrateswerefcdtomeet therequlrementS   

as rccommended by Japanese Feeding   

StaTlda∫ds forDairy Cow6．  

l’he daiTy COWS Wel・e fed silage for a   

thr卵Weekperlod（14dayspreIimiIはry and7   

days はperime－1tal）using the metl10d of   

double T即erSalfeediIlg Lrial．  

The results are a5fo1lows：  

ln Expt．1，milk production on si18g8   

harYeSted at the yeIlow stage was higher   

tharlthat on the milk ripe st且ge，but the代   

WaS nO Slgnjficantdlfference・  

Ⅰれ Expt．2．milk pro（1uction on sila酢   

h8r岬Sted at the ye110W Stage WaS higb訂   

than that on the milk riI）e Stage．but there   

was mo8】gnirieant difference－   

slgnificamtly．  

lnl召Ⅹpt．3．there were no 封gnific乱nt   

di〃erencesin milk produc山om aTld milk   

coml）OSitio¶L（｝n both the kind｛）rSilage．  

血路＿魚沼一 0♭iたirこ）U汀iu．J，J6り9錮ユ・プさ5へづ方タ．  

11   


